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Cefdinirの 臨床的検討

和田光 一 ・川島 崇 ・鈴木紀夫 ・星野弘之

嶋津芳典 ・五十嵐謙一 ・田崎和之 ・荒川正昭
新潟大学医学部第二内科*

新 しいセ フェム 系 の経 口抗生 剤 で あ るcefdinir(CFDN)を 呼吸 器 感 染症8例,尿 路 感染 症4例 の

計12例 に使 用 し,臨 床 効 果,細 菌 学 的効 果,副 作 用,臨 床 検 査値 に つい て検 討 した。

CFDNは,経 口剤 と して1日300mgを3回 にわ けて使 用 した。使 用 日数 は7～12日,総 使 用量 は

2.1～3.6gで あ っ た。本 剤使 用 に よる臨 床効 果 は,有 効10例,や や 有効2例,有 効 率 は83.3%で あっ

た 。細 菌 学 的効 果 は,原 因 と思 わ れ る細 菌 を分 離 した7例 につ い て検討 し,菌 消失5例,不 変2例 で

あ った。

本剤 使 用 に よ る副 作用,臨 床 検 査値 の変 動 は認 め られ なか っ た。
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Cefdi総ir(CFDN)は,藤 沢薬品研究所 で開発 されたセ フェ

ム系の経口用抗生剤 であ り,化 学構造 はFig.1の 通 りで ある。

本 剤 は, Staphylococcus aureus, Streptococcus pyogenes,

Streptococcus pneumoniae な どの グ ラ ム 陽 性 菌,Haemo-

philus influenzae, Branhamella catarrhalis, Klebsiella

pneumoniae, Escherichia coli, Proteus mirabilis などの グ

ラム陰性菌 に対 し強 い抗菌 力を持 つ1}。我 々は,CFDNを 使用

する機会 を得 たの で,そ の臨床効果,細 菌学 的効果,副 作用,

臨床検査値 の変動 についての成績 を報告 する。

Fig. 1. Structural formula of CFDN .

I.症 例および方法

1987年4月 から6月 までの3カ 月間に新潟大学医学部

附属病院第二内科で取り扱った症例で,本 人あるいは保

護者より同意の得られた,外 来症例11例,入 院症例1例

を対象として,CFDNを 使用し,そ の効果と副作用につ

いて検討した。

対象症例は男4例,女8例 で,年 齢は16歳 か ら73歳,

体重は43kgか ら64kg(平 均54.4kg)で あった。対象疾患

は,咽 頭炎1例,急 性気管支炎1例,慢 性気管支炎3例,

感染を合併した間質性肺炎1例,肺 炎2例,急 性腎孟腎

炎2例,急 性膀胱炎2例 で,急 性,慢 性の別では,急 性

8例,慢 性の急性増悪4例 であった。対象疾患の重症度

は,軽 症9例,中 等症3例 で,合 併症および基礎疾患は

3例 で認められ,内 訳は気管支拡張症,陳 旧性肺結核,

高血圧症各1例 であった。本剤投与直前に化学療法の施

行されていた症例はなく,ま たアレルギー歴の認められ

た症例もなかった。

CFDNは,100mg(力 価)カ プセルを経口剤として1日

300mg(分3)使 用 し,期 間 は7～12日,総 使用量は

2.1～3.6gで あった。服薬時間は食間で行われ,併用薬は

使用されなかった。

効果の判定は,起 炎菌の明らかな症例では細菌の消失

の有無をみた細菌学的効果と自他覚所見の改善度をみた

臨床効果の二面から実施 した。臨床効果は,呼 吸器感染

症では発熱,喀 疾 の量,性 状,咳 漱等の臨床所見と

CRP,白 血球数,赤 沈等の検査所見について,尿 路感染

症では排尿痛,残 尿感,頻 尿などの自覚所見とCRP,白

血球数,赤 沈等の検査所見について検討し,著効,有効,

やや有効,無 効の4段 階にわけて判定した。また,起炎

菌の明らかな症例では消失,減 少,菌 交代,不 変にわけ

て細菌学的効果判定を行った。さらに,分 離菌に対する

CFDN, cefixime(CFIX), cefaclor(CCL), cefadroxil

(CDX), amoxicillin(AMPC)のMICを 日本化学療法

学会標準法2)に従い測定した。

副作用については,特 に発疹などのアレルギー反応

下痢などの消化器症状,め まいなどの中枢神経症状につ

いて注意深 く観察し,その有無を確かめた。また,CFDN

によると思われる臨床検査値(末 梢赤血球数,ヘ モグロ

ビン,ヘ マトクリット,白 血球数,白 血球分画,血 小板
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Table 1. Clinical trial with CFDN

NF: normal flora, ND: not done, IP: interstitial pneumonia

GPR: Gram-positive rod

CNS: coagulase-negative Staphylococcus
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Table 2. MICs of cefdinir (CFDN), cefixime (CFIX), cefaclor (CCL), cefadroxil (CDX), amoxicillin

(AMPC) against isolated organisms

(μg/ml)

数,S-GOT,S-GPT,ア ル カ リフ ォス フ ァター ゼ,血 清

総 ビ リル ビン,BUN,血 清 ク レア チ ニ ン,検 尿所 見)の

異常 の 有無 を,本 剤 使 用前 後 の値 を比 較 す る こ とに よ り

確 か め た。

II. 成 績

各症 例 につ い ての概 要 はTable 1に 示 した 。

1. 臨 床効 果

咽頭 炎1例,急 性 気 管 支 炎1例,慢 性 気 管支 炎3例,

感 染 を合併 した 間 質性 肺 炎1例,肺 炎2例 の計8例 の 呼

吸 器感 染 症(症 例1～8)に 対 す る臨床 効 果 は,有 効6

例,や や 有効2例 で あ った 。

急性 腎孟 腎炎2例,急 性膀 胱 炎2例 の 計4例 の尿 路 感

染症(症 例9～12)に 対 す る臨 床 効果 は,有 効4例 で あ っ

た。

2. 細菌 学 的 効果

呼 吸 器感 染 症 に お け る細 菌 学 的効 果 は,消 失1例,不

変2例 で.8catarrhalisは 除 菌 され た が,Hinfluenzae

は不 変 で あ った。 なお,症 例7で は本 剤使 用 前 に は喀 痰

を採 取 で きず,使 用後 の 喀痰 培 養 でH.influemaeが 検 出

され た。

尿路 感 染 症4例 の起 炎 菌 は全 てEcoliで あ り,細 菌学

的 効果 は全例 消 失 で あ った 。

3. 分 離菌 のMIC

CFDN,CFIX,CCL,CDX,AMPCの 分離 菌 に対 す

るMICは,Table 2に ま とめ た。 症 例3で 分 離 さ れ た

B.catarrhalisに 対 す るCFDNのMICは,接 種 菌 量106

CFU/m1で0.1μg/ml,108CFU/mlで0.2μg/mlで あ り,

CFIX,AMPCに は やや 劣 る がCCL,CDXよ り良 好 な抗

菌力 で あ っ た。症 例5,6で 分離 され たH.influenzaeに

対 す るCFDNのMICは,そ れ ぞ れ3。13,0.39μ9/m1(106

CFU/ml),6.25,1.56μg/ml(108CFU/ml)で あ り,CFIX

に はや や 劣 るが,AMPCと 同等 で,CCL,CDXよ りはる

か に良 好 な抗 菌 力 で あ った。 症例9,10,11で 分離され

たEcoliに 対 す るCFDNのMICは,そ れ ぞ れ0.39,

0.1,0.1μg/ml(106CFU/ml),0.39,0.1,0.2μg/ml(108

CFU/ml)で あ り,CFIXと 同等 でAMPC,CCL,CDX

よ り良好 な抗 菌力 で あ っ た。

4. 副作 用

CFDN使 用 に よ り自他 覚的 副作 用 は全例 で認められな

か った 。

5. 臨床 検 査値 異 常

CFDN使 用 前 後 の 臨床 検 査 値 に つ いて はTable 3に

ま とめ た。 本 剤使 用 に よ る臨床 検 査値 の異常変動は認め

られ な か った 。

III. 考 察

新 しいセ フェム 系 の 経 口抗 生 剤 で あ るCFDNは,E

coli,K.pneumoniae,H.influenzaeな どのグラム陰性

菌 に対 してCFIXに は 同 等 か あ る い は劣 るが,CCL

CDXに 比 較 す る と良 好 な 抗 菌 力 を も ち,S.aureus,

Streptococcus属 な どの グ ラ ム陽 性 菌 にはCFIX,CCL

CDXよ り良 好 な抗 菌 力 を もつバ ラ ンスの とれた抗生剤

で あ る1)。今 回 我 々 は,本 剤 を8例 の呼 吸器感染症に使用

した が,臨 床効 果 は6例 で 有効 で良好 で あった。 しかレ

慢 性 気 管 支 炎 の3例 で 本 剤使 用 後 もH.influenzuが 検

出 され て い た。 この 原 因 は,症 例5,6の 起 炎菌の 且

influemaeに 対 す る本剤 のMICは3.13、0.39μg/ml(106

CFU/ml)で あ り,喀 痰 へ の 本剤 の移行 は200mg1回 投

与 で0.1μg/ml以 下 で あ る1)こ とによ る と思われ る。全国

集 計 で のHinfluemaeに 対 す る 本 剤 のMICは0.1μg/

ml以 上 で あ り1),細 菌 学 的効 果 での 本剤 の呼吸器感染症

にお け るH.influemaeの 除菌 率 は59.3%で あ る1)ことも

考 える と,CFDNは 慢 性気 道 感染 症 よ りむ しろ急性肺炎
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急性気管支炎などのグラム陽性菌が関与した呼吸器感染

症に適応があると考えられる。一方,尿 路感染症で検討

すると,今 回検討 した4例 は全て起炎菌がEcoliで あ

り,全 例除菌され,臨 床効果も有効であった。起炎菌に

対するMICもCCL,CDX,AMPCよ り優れていた。

安全性の面では,今 回の検討では副作用は1例 も認め

られず,全 国の集計でも重篤な副作用の発現は報告され

ておらず1),安 全性の高い薬剤であると考えられる。
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CLINICAL STUDY OF CEFDINIR
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We evaluated the clinical efficacy and safety of cefdinir (CFDN), a new cephem antibiotic. CFDN was
administered to 8 patients with respiratory tract infections and 4 with urinary tract infections in daily doses
of 300mg for 7 to 12 days. Clinical response was good in 10 patients and fair in 2.

Neither subjective side effects nor abnormal laboratory findings were observed.


